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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータにより実践される方法であって、
　１つ以上の演算処理装置を使用して、掲示コンテンツと関連付けられている再掲示コン
テンツと関連付けられているユーザ入力であって、前記掲示コンテンツは、ウェブサイト
上で提供されている少なくとも１つのアイテムを備え、前記再掲示コンテンツは、他のウ
ェブサイト上または前記ウェブサイト上で提供されている少なくとも１つの他のアイテム
を備え、前記少なくとも１つの他のアイテムは前記少なくとも１つのアイテムと関連付け
られているユーザ入力を受信するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記再掲示コンテンツが前記掲示コンテンツ
と関連付けられていると判定するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記掲示コンテンツと関連付けられている掲
示フィードバックデータであって、以前のユーザ入力を示す掲示フィードバックデータを
前記ユーザ入力に基づいて識別するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記ユーザ入力に基づいて前記掲示フィード
バックデータを更新するステップと、を含み、
　前記掲示フィードバックデータは、前記再掲示コンテンツに含まれるコメントデータの
タイプに基づいて、または、前記更新を可能にするユーザ設定に基づいて、更新され、ま
たは、
　前記掲示フィードバックデータと関連付けられたソースデータが、前記ユーザのアイデ
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ンティティを共有することまたは隠すことを示すプライバシー設定に基づいて、更新され
る、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ウェブサイト上での表示のための前記掲示フィードバックデータを提供するステッ
プを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記再掲示コンテンツは、第１ユーザにより掲示された前記掲示コンテンツの少なくと
も１部分の、第２ユーザによる掲示を備え、
　前記ユーザ入力は、第３ユーザから受信する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記掲示コンテンツは、前記ウェブサイトの一部上で提供され、
　前記再掲示コンテンツは、前記掲示コンテンツの少なくとも１部分を備え、
　前記再掲示コンテンツは、前記ウェブサイトの他の部分上または前記他のウェブサイト
上で提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記掲示コンテンツと前記再掲示コンテンツはツリー構造を形成し、
　前記掲示コンテンツは、前記再掲示コンテンツの親または祖父（母）である、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザ入力は、前記掲示コンテンツが存在するレベルまで前記ツリー構造を上方に
伝達され、
　前記以前のユーザ入力は、前記掲示コンテンツと、前記掲示コンテンツが存在する前記
レベルより１レベル以上下方の少なくとも１つの再掲示コンテンツのうち少なくとも１つ
と関連付けられているユーザ入力の集合を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザ入力は、複数のタイプのユーザ入力の１つであり、
　前記複数のタイプのユーザ入力の各々は、前記掲示コンテンツと関連付けられている複
数の掲示フィードバックデータの対応する１つと関連付けられており、
　前記掲示フィードバックデータを前記ユーザ入力に基づいて識別する前記ステップは、
　前記複数のタイプのユーザ入力の前記１つを識別するステップと、
　前記掲示フィードバックデータを、前記複数のタイプのユーザ入力の前記識別された１
つに対応する前記複数の掲示フィードバックデータの１つとして識別するステップとを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザ入力は、「＋１」コントロールを起動することと関連付けられている入力を
有する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザ入力は、「共有」コントロールまたは「コメント」コントロールを起動する
ことと関連付けられている入力を有する、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記掲示コンテンツと前記再掲示コンテンツの関連付けを格納するステップを更に含み
、
　前記関連付けは、前記再掲示コンテンツと関連付けられている前記掲示コンテンツを識
別する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記掲示フィードバックデータは数字データであり、
　前記ユーザ入力は数値で示され、
　前記掲示フィードバックデータを更新する前記ステップは、前記数値を前記掲示フィー
ドバックデータに加算するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
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　コメントデータの前記タイプを判定するステップを更に含み、
　前記再掲示コンテンツは前記コメントデータを更に有し、
　前記フィードバックデータを更新する前記ステップは、前記コメントデータのタイプが
肯定的タイプの場合に行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記コメントデータの前記タイプを判定する前記ステップは、前記コメントデータを処
理するための自然言語処理アルゴリズムを使用するステップを含む、請求項１２に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記コメントデータの前記タイプを判定する前記ステップは、前記コメントデータを少
なくとも１つのテキスト列と整合するステップを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ソースデータを、前記ユーザ入力が提供されたユーザの前記アイデンティティを組
み込むために更新するステップを更に含み、
　前記ソースデータは、前記フィードバックデータと関連付けられており、
　前記ソースデータは、前記以前のユーザ入力を提供したユーザのゼロまたは１つ以上の
アイデンティティを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記プライバシー設定を判定するステップを更に含み、
　前記ソースデータを更新する前記ステップは、前記プライバシー設定に基づいている、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ユーザ入力が提供された前記ユーザの前記プライバシー設定を判定するステップを
更に含み、
　前記ソースデータを更新する前記ステップは、前記ユーザの前記アイデンティティの共
有を示す前記プライバシー設定に基づいて行われる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ユーザ入力が提供された前記ユーザの前記プライバシー設定を判定するステップを
更に含み、
　前記ユーザの前記アイデンティティを隠すことを示す前記プライバシー設定に基づいて
、前記ソースデータを更新する前記ステップは行われない、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ユーザ入力は、複数のタイプのユーザ入力の１つであり、
　前記複数のタイプのユーザ入力の各々は、前記掲示コンテンツと関連付けられている複
数のソースデータの対応する１つと関連付けられており、
　前記ソースデータを更新する前記ステップは、
　前記複数のタイプのユーザ入力の前記１つを識別するステップと、
　前記ソースデータを、前記複数のタイプのユーザ入力の前記識別された１つに対応する
前記複数のソースデータの１つとして識別するステップとを含む、請求項１５に記載の方
法。
【請求項２０】
　前記掲示フィードバックデータを更新する前記ステップは、前記更新を可能にする前記
ユーザ設定を判定することに基づいて行われ、
　前記ユーザ入力と前記ユーザ設定は同じユーザに関連付けられる、請求項１に記載の方
法。
【請求項２１】
　非一時的コンピュータ読み取り可能媒体であって、
　１つ以上の演算処理装置を使用して、掲示コンテンツと関連付けられている再掲示コン
テンツと関連付けられているユーザ入力であって、前記掲示コンテンツは、ウェブサイト
上で提供されている少なくとも１つのアイテムを備え、前記再掲示コンテンツは、他のウ
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ェブサイト上または前記ウェブサイト上で提供されている少なくとも１つの他のアイテム
を備え、前記少なくとも１つの他のアイテムは前記少なくとも１つのアイテムと関連付け
られているユーザ入力を受信するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記再掲示コンテンツが前記掲示コンテンツ
と関連付けられていると判定するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記掲示コンテンツと関連付けられている掲
示フィードバックデータであって、以前のユーザ入力を示す掲示フィードバックデータを
前記ユーザ入力に基づいて識別するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記ユーザ入力に基づいて前記掲示フィード
バックデータを更新するステップと、のためのコンピュータ実行可能命令を内部に格納し
、
　前記掲示フィードバックデータは、前記再掲示コンテンツに含まれるコメントデータの
タイプに基づいて、または、前記更新を可能にするユーザ設定に基づいて、更新され、ま
たは、
　前記掲示フィードバックデータと関連付けられたソースデータが、前記ユーザのアイデ
ンティティを共有することまたは隠すことを示すプライバシー設定に基づいて、更新され
る、ことを特徴とする非一時的コンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項２２】
　記憶装置と、少なくとも１つのプロセッサと、を集積して有する少なくとも１つの演算
処理装置であって、
　前記プロセッサは、
　１つ以上の演算処理装置を使用して、掲示コンテンツと関連付けられている再掲示コン
テンツと関連付けられているユーザ入力であって、前記掲示コンテンツは、ウェブサイト
上で提供されている少なくとも１つのアイテムを備え、前記再掲示コンテンツは、他のウ
ェブサイト上または前記ウェブサイト上で提供されている少なくとも１つの他のアイテム
を備え、前記少なくとも１つの他のアイテムは前記少なくとも１つのアイテムと関連付け
られているユーザ入力を受信するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記再掲示コンテンツが前記掲示コンテンツ
と関連付けられていると判定するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記掲示コンテンツと関連付けられている掲
示フィードバックデータであって、以前のユーザ入力を示す掲示フィードバックデータを
前記ユーザ入力に基づいて識別するステップと、
　前記１つ以上の演算処理装置を使用して、前記ユーザ入力に基づいて前記掲示フィード
バックデータを更新するステップと、を行うように適合されており、
　前記掲示フィードバックデータは、前記再掲示コンテンツに含まれるコメントデータの
タイプに基づいて、または、前記更新を可能にするユーザ設定に基づいて、更新され、ま
たは、
　前記掲示フィードバックデータと関連付けられたソースデータが、前記ユーザのアイデ
ンティティを共有することまたは隠すことを示すプライバシー設定に基づいて、更新され
る、ことを特徴とする演算処理装置。
【請求項２３】
　コンピュータにより実践される方法であって、
　再掲示を示す第２ユーザインタフェース（ＵＩ）要素と関連付けられているＵＩ要素の
選択を示す入力を受信するステップと、
　掲示の少なくとも１部分、前記掲示へアクセスするためのリンク、またはその両者を備
える前記再掲示と関連付けられている前記掲示を識別するステップと、
　前記入力に基づいて、前記掲示と関連付けられているフィードバックを更新するステッ
プと、
　前記フィードバックを示す第３ＵＩ要素と、前記掲示を示す第４ＵＩ要素と、を提供す
るステップと、を含み、
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　前記フィードバックは、前記再掲示に含まれるコメントデータのタイプに基づいて、ま
たは、前記更新を可能にするユーザ設定に基づいて、更新され、または、
　フィードバックソースが、前記ユーザのアイデンティティを共有することまたは隠すこ
とを示すプライバシー設定に基づいて、更新される、ことを特徴とする方法。
【請求項２４】
　前記再掲示は前記コメントを更に備えることを判定するステップと、
　前記コメントの前記タイプを判定するステップとを更に含み、
　前記更新は、前記タイプが肯定的タイプでない場合は行われない、請求項２１に記載の
方法。
【請求項２５】
　前記フィードバックソースを更新することに影響を与えるように適合されている前記プ
ライバシー設定を判定するステップを更に含み、
　前記プライバシー設定が値を含む場合は、前記入力が提供されたユーザの前記アイデン
ティティを含むために前記フィードバックソースは更新され、
　前記プライバシー設定が前記値を含まない場合は、前記フィードバックソースは更新さ
れない、請求項２１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第３ＵＩ要素と関連付けられている第５ＵＩ要素であって、前記フィードバックと
関連付けられている追加情報の表示を誘発するように適合されている第５ＵＩ要素を更に
有する、請求項２１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記第５ＵＩ要素の前記起動により誘発されるリストであって、前記フィードバックを
提供したユーザのアイデンティティのリストを提供するステップを更に含む、請求項２４
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　下記の検討は、一般的にオンライン通信またはソーシャルネットワークに関し、より特
別には、共有掲示上でのユーザフィードバックの伝達に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーシャルネットワークまたはソーシャルネットワーキングサービスは、ユーザ間の交
友関係を反映することに焦点をおいたサービスを提供するオンラインプラットフォームま
たはウェブサイトである。例えば、ソーシャルネットワーク上のユーザは、交友関係の「
サークル」を確立可能である（例えば、１つのサークルにおけるファミリメンバーおよび
友達、他のサークルにおけるハイキング仲間、または類似の興味または趣味を有するユー
ザ、第３のサークルにおける仕事上の知り合いなど）。ソーシャルネットワーク上のユー
ザは、そのソーシャルネットワーク上の他のユーザ（例えば、ユーザのサークル、友達の
集合など）と多くのタイプの情報、コンテンツ、または掲示を共有可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ひとりのユーザから他のユーザ（第１レベルの受信者）へ共有されたコンテンツは、第
１レベルの受信者により更なるユーザ（第２レベルの受信者）へ再掲示または再共有可能
である。これらの追加されたユーザは更に、下流の他のユーザ（第３、第４、または更に
数字の高いレベルの受信者）とコンテンツを再共有できる。任意のレベルの掲示または再
掲示の受取人は、受信したコンテンツを再共有可能である。しかし、最初の掲示者または
上流のユーザは、２レベル以上下流でコンテンツが再共有されていることを知らず、その
ため、コンテンツの評判を知らない。
【０００４】
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　上記の制限のないソリューションが必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　共有掲示上でのユーザフィードバックの伝達が記述される。主題は、再掲示コンテンツ
と関連付けられているユーザ表示を受信する方法を含む。再掲示コンテンツは、掲示コン
テンツと関連付けられている。掲示コンテンツは、ウェブサイト上で提供されている少な
くとも１つのアイテムを含む。再掲示コンテンツは、他のウェブサイト上、または該ウェ
ブサイト上で提供されている少なくとも１つの他のアイテムを含み、該少なくとも１つの
他のアイテムは、該少なくとも１つのアイテムと関連付けられている。再掲示コンテンツ
は、掲示コンテンツと関連付けられていると判断される。ユーザ表示に基づく掲示フィー
ドバックデータが識別される。掲示フィードバックデータは掲示コンテンツと関連付けら
れており、掲示フィードバックデータは、前のユーザ表示を示している。掲示フィードバ
ックデータはユーザ表示に基づいて更新される。
【０００６】
　例としての実施の形態によれば、掲示フィードバックデータはウェブサイト上で提供さ
れる。
【０００７】
　例としての実施の形態によれば、再掲示は、掲示の少なくとも１部分を含む。掲示は第
１ユーザにより掲示され、再掲示は、第２ユーザにより掲示され、ユーザ表示が第３ユー
ザから受信される。
【０００８】
　例としての実施の形態によれば、掲示はウェブサイトの一部上で提供される。掲示の少
なくとも１部分を含む再掲示は、ウェブサイトの他の一部上、または他のウェブサイト上
で提供される。
【０００９】
　例としての実施の形態によれば、掲示と再掲示はツリー構造を形成し、掲示は再掲示の
親または祖父（母）であり、掲示はツリー構造の根（ルート）にある。
【００１０】
　例としての実施の形態によれば、ユーザ表示は、掲示コンテンツが存在するレベルまで
ツリー構造を上方に伝達される。前のユーザ表示は、掲示コンテンツと、掲示コンテンツ
が存在するレベルより１レベル以上下方の少なくとも１つの再掲示コンテンツのうち少な
くとも１つと関連付けられているユーザ表示の集合を含む。
【００１１】
　例としての実施の形態によれば、ユーザ表示は、複数のタイプのユーザ表示の１つであ
る。複数のタイプのユーザ表示の各々は、掲示と関連付けられている複数の掲示フィード
バックデータの対応する１つと関連付けられている。掲示フィードバックデータは、ユー
ザ表示に基づいて識別される。識別は、複数のタイプのユーザ表示の１つを識別するステ
ップと、掲示フィードバックデータを、複数のタイプのユーザ表示の識別された１つに対
応する複数の掲示フィードバックデータの１つとして識別するステップとを含む。
【００１２】
　例としての実施の形態によれば、ユーザ表示は、「＋１」コントロールを起動すること
と関連付けられている表示を有する。
【００１３】
　例としての実施の形態によれば、ユーザ表示は、「共有」コントロールまたは「コメン
ト」コントロールを起動することと関連付けられている表示を有する。
【００１４】
　例としての実施の形態は、掲示コンテンツと再掲示コンテンツの関連付けを格納するス
テップを含み、関連付けは、再掲示コンテンツと関連付けられている掲示コンテンツを識
別する。
【００１５】
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　例としての実施の形態によれば、掲示フィードバックデータは数字データであり、ユー
ザ表示は数値で示され、掲示フィードバックデータを更新するステップは、数値を掲示フ
ィードバックデータに加算するステップを含む。
【００１６】
　例としての実施の形態は、再掲示コンテンツと共に含まれているコメントデータのタイ
プを判定するステップを含み、フィードバックデータを更新するステップは、コメントデ
ータのタイプが肯定的タイプの場合に行われる。
【００１７】
　例としての実施の形態によれば、コメントデータのタイプを判定するステップは、コメ
ントデータを処理するための自然言語処理アルゴリズムを使用するステップを含む。
【００１８】
　例としての実施の形態によれば、コメントデータのタイプを判定するステップは、コメ
ントデータを少なくとも１つのテキスト列と整合するステップを含む。
【００１９】
　例としての実施の形態は更に、ユーザ表示が提供されたユーザのアイデンティティを組
み込むためにソースデータを更新するステップを含み、ソースデータはフィードバックデ
ータと関連付けられている。
【００２０】
　例としての実施の形態は、プライバシー設定を判定するステップを含み、ソースデータ
の更新は、プライバシー設定に基づいている。
【００２１】
　例としての実施の形態によれば、掲示フィードバックデータを更新するステップは、更
新を可能にするユーザ設定を判定することに基づいて行われ、ユーザ表示とユーザ設定は
同じユーザに関連付けられる。
【００２２】
　主題は、再掲示コンテンツと関連付けられているユーザ表示を受信するためのコンピュ
ータ実行可能命令を内部に格納した非一時的コンピュータ読み取り可能媒体を含む。再掲
示コンテンツは掲示コンテンツと関連付けられている。掲示コンテンツは、ウェブサイト
上で提供されている少なくとも１つのアイテムを含む。再掲示コンテンツは、他のウェブ
サイト上、または該ウェブサイト上で提供されている少なくとも１つの他のアイテムを含
み、該少なくとも１つの他のアイテムは、該少なくとも１つのアイテムと関連付けられて
いる。再掲示コンテンツは、掲示コンテンツと関連付けられていると判定される。ユーザ
表示に基づく掲示フィードバックデータが識別される。掲示フィードバックデータは掲示
コンテンツと関連付けられており、掲示フィードバックデータは前のユーザ表示を示して
いる。掲示フィードバックデータはユーザ表示に基づいて更新される。
【００２３】
　主題は、記憶装置と、再掲示コンテンツと関連付けられているユーザ表示を受信するよ
うに適合されている少なくとも１つのプロセッサを集積して有する少なくとも１つの演算
処理装置を含む。再掲示コンテンツは掲示コンテンツと関連付けられている。掲示コンテ
ンツは、ウェブサイト上で提供されている少なくとも１つのアイテムを含む。再掲示コン
テンツは、他のウェブサイト上、または該ウェブサイト上で提供されている少なくとも１
つの他のアイテムを含み、該少なくとも１つの他のアイテムは、該少なくとも１つのアイ
テムと関連付けられている。再掲示コンテンツは、掲示コンテンツと関連付けられている
と判定される。ユーザ表示に基づく掲示フィードバックデータが識別される。掲示フィー
ドバックデータは掲示コンテンツと関連付けられており、掲示フィードバックデータは、
前のユーザ表示を示している。掲示フィードバックデータは、ユーザ表示に基づいて更新
される。
【００２４】
　主題は、コンピュータにより実践される方法を含み、該方法は、再掲示を示している第
２ユーザインタフェース（ＵＩ）要素と関連付けられているＵＩ要素の選択を示す入力を
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受信するステップと、掲示の少なくとも１部分、掲示へアクセスするためのリンク、また
はその両者を含む再掲示と関連付けられている掲示を識別するステップと、入力に基づい
て掲示と関連付けられているフィードバックを更新するステップと、フィードバックを示
している第３ＵＩ要素と、掲示を示している第４ＵＩ要素を提供するステップと、を含む
。
【００２５】
　例としての実施の形態は、再掲示が更にコメントを備えていることを判定するステップ
と、コメントのタイプを判定するステップと、を含み、更新は、該タイプが肯定的タイプ
でない場合は行われない。
【００２６】
　例としての実施の形態は、フィードバックソースを更新することに影響するように適合
されているプライバシー設定を判定するステップを含み、プライバシー設定が値を含んで
いる場合は、入力と関連付けられているアイデンティティを含むためにフィードバックソ
ースは更新される。更に、フィードバックソースは、プライバシー設定が値を含んでいな
い場合は更新されない。
【００２７】
　例としての実施の形態は、第３ＵＩ要素と関連付けられている第５ＵＩ要素を含み、第
５ＵＩ要素は、フィードバックと関連付けられている追加情報の表示を誘発するように適
合されている。
【００２８】
　例としての実施の形態によれば、フィードバックを提供したユーザのアイデンティティ
のリストが提供される。アイデンティティのリストは、第５ＵＩ要素の起動により誘発さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】例としてのサービスと、サービスの表現を示している。
【図２】処理フローの例を示している。
【図３】掲示と再掲示の１つの例としての階層を示す、例としてのツリー構造を示してい
る。
【図４】少なくとも１つの例としての実施の形態を実践する例としての工程を示している
。
【図５】ユーザインタフェース要素を含む少なくとも１つの例としての実施の形態を実践
する他の例としての工程を示している。
【図６】少なくとも１つの例としての実施の形態を実践するために適している、例として
の演算処理装置を有する例としての演算処理環境を示している。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　〔序論〕
　ここで記述される主題は、例としての実施の形態により教示される。明確にするため、
およびに主題が不明瞭になることを避けるために種々の詳細が省略されている。
【００３１】
　下記に示される例は、最初の掲示を含む上流の掲示への、共有掲示上でのユーザフィー
ドバックの伝達を実践するための構造と機能に向けられている。例えば、再掲示について
の承認支持またはコメント（例えば、フィードバック）は、どれだけレベルが離れていよ
うと、上流の掲示へ伝達可能である。上流へのフィードバックの伝達は、コンテンツの更
なる共有または再共有を促進できる。
【００３２】
　種々のソーシャルネットワーク、ブログ、情報共有サイト、またはインターネット上で
コンテンツを作成、掲示、共有するユーザは、自身が掲示または再掲示したコンテンツに
ついてのフィードバックを評価できる。共有コンテンツを受信したユーザは、コンテンツ
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を共有するユーザからどれだけのレベル下流にいるかに関わらず、コメントを提供、また
はコンテンツについてのフィードバックを提供できる。１つ以上のタイプのフィードバッ
ク（下記に制限されることはないが、肯定的、否定的、中立的、および一般的フィードバ
ックを含む）を含み、集積し、またはまとめて掲示者に提供し、流し、または伝達するこ
とが可能である。ある状況においては、肯定的フィードバックは、掲示者に称賛を向ける
ことを支援して、更なるコンテンツの作成、掲示、および共有を奨励できる。
【００３３】
　〔サービスの例としての表示〕
　図１は、例としてのサービスと、サービスの提供を示している。例としての環境１００
は、ユーザがコンテンツを作成、またはコンテンツを他のユーザと共有することを可能に
する。環境１００は、例えば、ディスプレイ１１０、１３０、および１５０を含み、これ
らのディスプレイは、時間の流れにおける異なる時点であってよい。ディスプレイ１１０
、１３０、および１５０に結合されている演算処理装置（図示せず）とサービスプロバイ
ダ１８０は、例えば、ネットワーク１７０に通信可能に接続されている。ディスプレイ１
１０、１３０、および１５０はサービスプロバイダ１８０からのサービスを示している。
例えば、サービスプロバイダ１８０はサービスまたはウェブサイト（例えば、ソーシャル
ネットワーク）を提供でき、ディスプレイ１１０、１３０、および１５０は、ソーシャル
ネットワーク上で提供されているアイテムを表示することができる。ディスプレイ１１０
、１３０、および１５０をビュー１１０、１３０、および１５０と称する場合がある。
【００３４】
　例としての実施の形態においては、ディスプレイ１１０を用いて示されているアリスは
、コンテンツ１１４(アリスの掲示）を、ボブを含んでもよいアリスのユーザのサークル
の一人に掲示できる。ディスプレイ１１０は、アリスとボブから見えるビューに類似して
いるビューを例示できる。ディスプレイ１１０は、アリスの情報１１２と、彼女の掲示１
１４と、コントロール１１５～１１７と、フィードバックデータ１２５～１２７と、フィ
ードバックデータコントロール１２８と１２９と、を含む。
【００３５】
　アリスの情報１１２は、サムネイル画像（例えば、彼女の顔、または任意の被写体）と
、彼女の識別子「アリス」（例えば、名前、別名、ニックネーム、偽名など）を含むこと
ができる。幾つかの例としての実施の形態においては、情報１１２は他の情報（例えば、
彼女の掲示１１４の日付）を含むことができる。幾つかの例としての実施の形態において
は、アリスの情報１１２は、より少ない、またはより多くの、または異なる情報を含むこ
とができる。彼女の掲示１１４は、画像、または画像（例えば、２羽のツルの画像）への
リンクのような任意のコンテンツまたはコンテンツの組み合わせを含むことができる。画
像の説明のような、異なるまたは他のコンテンツ（図示せず）があってもよい。幾つかの
例としての実施の形態においては、掲示１１４は、２羽のツルの画像を掲示したとき、ま
たは掲示した後に作成されたアリスからのコメント１１１を含むことができる。
【００３６】
　フィードバックデータは、１つ以上のコントロール１１５～１１７を使用して提供可能
である。例えば、アリスのビュー１１０において、アリスは、彼女が（例えば、アリスの
サークルの一人と）共有している掲示１１４を見ることができ、コントロール１１５～１
１７を使用して掲示１１４を「＋１」にし、掲示１１４についてコメントし、および／ま
たは掲示１１４をアリスのサークルの他の一人と共有することができる。「＋１」コント
ロール、オブジェクト、またはリンクは、ユーザがアリスの掲示１１４を承認支持し、ま
たはアリスの頑張りと掲示１１４が好きであること、評価、投票などを表現するための省
略表現である。
【００３７】
　フィードバックデータ１２５～１２７は、コントロール１１５～１１７に類似したコン
トロールを使用するユーザからのフィードバックを示している。例えば、フィードバック
データ１２５は、彼女の掲示１１４が「＋１」コントロール上のクリックを７９個呼び込
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んだことを示し、フィードバックデータ１２６は、彼女の掲示１１４が２８回共有された
ことを示し、フィードバックデータ１２７は、彼女の掲示１１４が１１のコメントを受信
したことを示している。フィードバックデータコントロール１２８と１２９は、例えば、
アリスが、誰が彼女の掲示１１４を共有し、誰が彼女の掲示１１４に対してコメントした
かを見ることを可能にする。幾つかの例としての実施の形態においては、１つ以上のフィ
ードバックデータ１２５～１２７は、フィードバックデータコントロールとして機能する
ことが可能である。例えば、フィードバックデータ１２５上でクリックすることにより、
「＋１」コントロールを使用してフィードバックを提供したユーザのアイデンティティの
リストの表示が誘発される。
【００３８】
　ボブのディスプレイは、アリスのビュー１１０、チャーリーのビュー１３０、または違
うビュー（図示せず）に類似したビューを表示できる。アリスの最初の掲示１１４を受信
したボブは、掲示を、チャーリーを含んでもよいボブのユーザのサークルの一人と共有で
きる（例えば、アリスの掲示１１４を再掲示できる）。ボブは、例えば、「共有」コント
ロール１１７または１３７を起動することにより、掲示１１４を共有する。ボブにより共
有された掲示は、再掲示１３４として示される。掲示１１４を共有する工程において、ま
たは掲示１１４を共有した後に、ボブは、例えば、「これをよく見てごらんチャーリー！
美しい着地だね！」というコメント１３１を追加できる。
【００３９】
　ディスプレイ１３０は、例えば、ボブの情報１３２と彼の掲示１３４を含んだチャーリ
ーのビューを示している。ボブの掲示１３４は、アリスの情報１１２と、彼女の掲示１１
４と、再掲示情報１１３を含んだ再掲示であり、掲示１３４がアリスの掲示１１４の再掲
示であることを示している。チャーリーはコントロール１３５～１３７と、フィードバッ
クデータ１４５～１４７と、フィードバックデータコントロール１４８へのアクセスを有
している。チャーリーが「＋１」コントロールを選択すると（例えば、コントロール１３
５上でクリックすると）、他のユーザ（例えば、ボブのサークル内のユーザおよび／また
は下流のユーザ）からのフィードバックを含むことができるフィードバックデータ１４５
は、例えば、「８」から「９」に変化してチャーリーのフィードバックを含むことができ
る。
【００４０】
　ディスプレイ１５０は、掲示または再掲示が、５、１０、２０、３２、１４３、または
それらを超える任意の数のレベルだけ下流のユーザと共有可能であることを例示している
。ディスプレイ１５０は、例えば、サムがアリスの掲示１１４をテリと再共有しているこ
とを示している。サムは、アリス、チャーリー、ボブ、またはアリスから直接または再共
有を介して間接的にアリスの掲示１１４を受信する他のユーザから２０を超えるレベルだ
け下流であってもよい。ディスプレイ１５０は、サムの情報１５２と彼の掲示１５４を示
している。サムの掲示１５４は、アリスの情報１１２と、彼女の掲示１１４と、再掲示情
報１１３を含む再掲示であり、掲示１５４がアリスの掲示１１４の再掲示であることを示
している。幾つかの例としての実施の形態においては、掲示１５４は、アリスの掲示１１
４を再掲示するとき、または再掲示の後に作成されたサムからのコメント１５１を含むこ
とができる。テリはコントロール１５５～１５７と、フィードバックデータ１６５～１６
７と、フィードバックデータコントロール１６９へのアクセスを有している。テリが「＋
１」コントロールを起動する（例えば、コントロール１５５上でダブルクリックするか、
コントロール１５５上でマウスを、これに制限されるものではないが例えば１秒のような
ある時間留まらせる）と、他のユーザ（例えば、サムのサークル内のユーザおよび／また
は下流のユーザ）からのフィードバックを含むことができるフィードバックデータ１６５
は、例えば、「０」から「１」に変化してテリのフィードバックを含むことができる。
【００４１】
　１つの例としての実施の形態によれば、任意の数のタイプのフィードバックがあっても
よい。例えば、環境１００においては３つのタイプが例示されている。「＋１」コントロ
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ールなどを介して提供できる肯定的承認支持タイプのフィードバックに加えて、環境１０
０は、コメントタイプのフィードバックと共有タイプのフィードバックを示している。幾
つかの例としての実施の形態においては、否定的なフィードバック（例えば、嫌いである
ことの表現）を提供することができる。「コメント」コントロール１１６、１３６、また
は１５６を使用して、ユーザはコメントをフィードバックとして提供できる。例えば、ビ
ュー１１０を参照すると、ボブはコントロール１１６を使用してアリスの掲示１１４に対
してコメントを提供できる。ビュー１３０を参照すると、ボブはコントロール１３６を使
用して、彼の再掲示１３４に対するコメントを提供できる。１つの例においては、ユーザ
は「コメント」コントロール１１６、１３６、または１５６を起動して（例えば、そのコ
ントロール上でクリックして）、コメントをポップアップテキストボックスまたは他の入
力部または機構に入力する（例えば、コメントをコメントのリストから選択する）ことに
より、コメントを提供できる。フィードバックデータ１２７、１４７、または１６７は、
コメントフィードバックを示している。
【００４２】
　幾つかの例においては、ユーザは「共有」コントロール１１７、１３７、または１５７
を起動することによりコンテンツを共有または再共有できる。共有される対象を構成する
ためにある機構（図示せず）を提供できる。例えば、この機構により、ユーザが意見（例
えば、「これをよく見てごらんチャーリー！美しい着地だね！」１３１）を追加し、共有
するコンテンツ部分を選択し、および／またはコンテンツの代わりに、またはコンテンツ
に追加してリンクを共有することを選択することが可能になる。環境１００の例において
は、コンテンツを共有することにより共有フィードバックデータが作成される。フィード
バックデータ１２６、１４６、または１６６は共有フィードバック（例えば、掲示または
再掲示が共有された回数）を示している。
【００４３】
　サービスプロバイダ１８０は任意の演算処理サービスを提供でき、任意の数の演算処理
装置を使用して実現できる。サービスプロバイダ１８０は、例えば、ソーシャルネットワ
ーキングサービスまたはウェブサイトを提供できる。幾つかの例においては、１台の演算
処理装置がすべてのサービスを実践できる。他の例においては、２、３、５、１２、２８
、１５０、２４７２、またはこれらを超える台数の演算処理装置が集積してここに記述し
たサービスを提供する。演算処理装置（例えば、図６における演算処理装置６０５）は、
サーバ、クライアント、システム、または他の名称を称することができる。簡潔にするた
めに、ここでは、サービスプロバイダ１８０が主題の記述に使用される。この分野に精通
している者は、サービスプロバイダ１８０により提供される機能、サービス、任意の数の
機能、または任意の数のサービスも、機能またはサービスの任意の構成または区分けにお
いて、１台以上の演算処理装置を使用して、および任意の構造を使用して実践可能である
ことを理解すべきである。サービスプロバイダ１８０は下記の図２において更に記述され
る。
【００４４】
　〔定義〕
　ここにおいて使用されている用語「掲示する（動詞）」または「共有する（動詞）」は
、最初の（オリジナルな）コンテンツまたはオリジナルでないコンテンツをオンラインプ
ラットフォーム、サイト、またはウェブサイト上に置くことを意味する。同じ用語「掲示
する（動詞）」または「共有する（動詞）」はまた、掲示または共有されたコンテンツを
オンラインプラットフォーム、サイト、またはウェブサイト上に置くことでもあり、これ
らは掲示または共有されたコンテンツがあるプラットフォームと同じであっても同じでな
くてもよい。
【００４５】
　ここにおいて使用されている用語「再掲示する（動詞）」または「再共有する（動詞）
」は、掲示または共有されたコンテンツを、オンラインプラットフォーム、サイト、また
はウェブサイト上に置くことを意味し、これらは掲示または共有されたコンテンツがある
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プラットフォームと同じであっても同じでなくてもよい。
【００４６】
　ここにおいて使用されている用語「掲示（名詞）」または「再掲示（名詞）」は、掲示
、再掲示、共有、または再共有されたコンテンツを意味する。掲示、再掲示、共有、また
は再共有されたコンテンツ（コンテンツ１）は更に、より多くのユーザと掲示、再掲示、
共有、または再共有可能である（コンテンツ２）。コンテンツ２はコンテンツ１と同じで
あっても同じでなくてもよい。例えば、コンテンツ２はコンテンツ１へのリンクであって
よい。コンテンツ２は追加情報、例えば、コンテンツ１にはない注釈またはコメントを含
むことができる。コンテンツ２はコンテンツ１の一部のみを含むことができる。
【００４７】
　ここにおいて使用されている、掲示または再掲示に関する用語「コンテンツ」は、オン
ラインプラットフォーム、サイト、またはウェブサイト上で掲示または共有可能な任意の
データまたは情報のことである。「コンテンツ」の例は、下記に制限されることはないが
、任意の文字による表現（例えば、書かれたもの、文書、情報、コメント、提言、推薦、
ウェブページなど）と、任意の媒体による任意の芸術的表現（例えば、任意の書かれたも
の、イメージ、ビデオ、オーディオ）と、それらの任意の一部と、それらの任意の組み合
わせ（例えば、ウェブページで提供される）と、それらの任意の表現（例えば、リンク、
オーディオ表現、および任意の文字による、および／または芸術的表現のビジュアルな表
現）を含むことができる。
【００４８】
　ここにおいて使用されている用語「ウェブサイト」または「サイト」は、関連するサー
ビスを提供または支持するためのウェブぺージの集合のことである。ウェブサイトは、ネ
ットワークまたは接続（有線および／または無線）を介してアクセス可能な少なくとも１
台の演算処理装置（例えば、システム、サーバ、ウェブサーバ、アプリケーションサーバ
、クライアント、または任意の名称の装置）においてホストされることが可能である。ウ
ェブサイトは、少なくとも１つのトップレベルのユニフォームリソースロケータ（Ｕｎｉ
ｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）（ＵＲＬ、例えば、「ａｂｃ．ｇｏｖ」
、「１２３．ｏｒｇ」、「ｚｘｃ．ｃｏｍ」、「ｂｅｓｔａｄｓ．ｃｏｍ」、「ｖｉｒｔ
ｕａｌｂａｎｋ．ｃｏｍ」など）を使用してアクセスおよび／または支持可能である。ウ
ェブサイトは１つ以上のビジネスエンティティにより運営および／または支持可能である
。例えば、ＺＸＣ会社は、ウェブぺージ、コンテンツ、および／または「ｚｘｃ．ｂｅｓ
ｔａｄｓ．ｃｏｍ」（例えば、他の会社から提供された広告サービス）と「ｖｉｒｔｕａ
ｌｂａｎｋ．ｃｏｍｈｘｃ－ｐａｙｍｅｎｔ－ｓｅｒｖｉｃｅｓ」（例えば、金融機関か
ら提供された金融サービス）からのサービスを含むウェブサイト「ｚｘｃ．ｃｏｍ」を運
営できる。
【００４９】
　〔例としての工程〕
　図２は、処理フローの例を示している。工程２００は、サービスプロバイダ１８０の工
程を示すことができる。工程２００は、ボブのビューとチャーリーのビューの両者を示す
ことができるビュー１３０（図１）と連携して記述される。２１０において、チャーリー
は、「＋１」コントロール１３５を起動することにより、ボブの掲示１３４を承認支持し
、それにより、ユーザ表示が生成されてサービスプロバイダ１８０に送信される。２１５
において、サービスプロバイダ１８０は、ボブの掲示１３４に対するチャーリーの承認支
持を更新して記録する。これは、フィードバックデータ１４５を「＋８」から「＋９」に
変更することで反映される（図示せず）。
【００５０】
　２２０において、サービスプロバイダ１８０は、ボブの掲示１３４が再掲示（または最
初の掲示）かどうかを判定する。２２０の結果が「ノー」の場合、ボブの掲示は再共有さ
れた掲示ではなく、最初の掲示であり、そのため工程２００は終了する。２２０の結果が
「イエス」の場合、工程２００は２２５に進む。１つの例においては、掲示の再掲示は、
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掲示に関連する情報を格納している関連付けフィールドを含むことができる。掲示が再掲
示の場合（ブロック２２０で判定される）、２２５において、サービスプロバイダ１８０
は、ボブの掲示１３４がアリスの掲示１１４の再掲示であることを示す、このフィールド
が存在すること、または空ではないことを検出、判定、または識別する。他の例において
は、再掲示と関連付けられている掲示を判定することは、上流の掲示者の情報１１２また
は再掲示情報１１３を探すことなどにより、異なる方法で行うことができる。
【００５１】
　２３０において、サービスプロバイダ１８０はボブの情報１３２を処理して、再掲示と
共にコメントが入力されたかどうかを判定する（例えば、コメント１３１または１５１に
対するコメントフィールドにデータがあるかどうかを判定する）。掲示を共有または再共
有しているユーザにより提供されたコメント（例えば、コメント１３１または１５１）は
、再掲示の掲示の受取人により提供されたコメント（例えば、コントロール１１６、１３
６、または１５６を使用して提供されたコメント）とは異なるということに留意されたい
。ボブがコメントを入力していない場合は、処理は２４０に進む。コメント（例えば、コ
メント１３１）があり、２３５においてそのタイプが否定的または不確かと判定された場
合は、工程２００は終了する。コメントタイプが肯定的の場合、サービスプロバイダ１８
０は、アリスの掲示１１４に対するチャーリーの承認支持を更新および記録する。これは
、例えば、フィードバックデータ１２５を「＋７９」から「＋８０」に変更することで反
映される（図示せず）。幾つかの例としての実施の形態においては、工程２００はブロッ
ク２３０と２３５を含まず、工程２００は２２５から２４０に進む（図示せず）。
【００５２】
　サービスプロバイダ１８０は、ユーザ表示に基づいて、アリスのビュー１１０において
どのフィードバックデータ（例えば、掲示フィードバックデータ）１２５～１２７を更新
するかを識別する。この例においては、ユーザ表示は「＋１」コントロール（例えば、コ
ントロール１３５）を使用して生成され、サービスプロバイダ１８０は掲示フィードバッ
クデータ１２５は「＋１」コントロールと関連付けられていることを識別する。
【００５３】
　ボブのコメント（例えば、「これをよく見てごらんチャーリー！美しい着地だね！」１
３１）のコンテンツとタイプは、例としての異なる実施の形態においては異なる方法で判
定可能である。幾つかの例としての実施の形態においては、ボブのコメントは、「読む価
値あり」、「面白い」、「よい意見」、「よい掲示」などのような、類似の含み（例えば
、肯定的フレーズ）を伝える既知のフレーズと整合される。他の例としての実施の形態に
おいては、ボブのコメントは、１つ以上の自然言語処理アルゴリズムを使用して処理可能
である。ボブのコメントが肯定的タイプと判定した後、例えば、ボブの掲示１３４に対す
るチャーリーの「＋１」のフィードバックがアリスの掲示１１４に伝達されて記録される
。チャーリーのフィードバックを伝達すると、ディスプレイ１１０におけるフィードバッ
クデータ１２５が、例えば、「＋７９」から「＋８０」に変わる（図示せず）。フィード
バックデータ１２５は、アリスの掲示１１４を受信したユーザおよび掲示１１４を再掲示
（例えば、再掲示１３４および１５４）として受信したユーザからの前のフィードバック
を示している。
【００５４】
　幾つかの例としての実施の形態においては、再掲示についての情報及び再掲示（例えば
、再掲示１３４）へのコメントは、上流の掲示（例えば、掲示１１４）に伝達される。こ
れらの例としての実施の形態においては、ディスプレイ１１０におけるフィードバックデ
ータ１２６と１２７それぞれは、例えば、再掲示１３４と関連付けられている「共有」コ
ントロール１３７及び「コメント」コントロール１３６を使用して、提供されたフィード
バックを含むように更新できる（ディスプレイ１３０）。
【００５５】
　幾つかの例としての実施の形態においては、フィードバックを提供したユーザのアイデ
ンティティがユーザのフィードバックと共に上流に伝達される。例えば、チャーリーの「
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＋１」のフィードバックがフィードバックデータ１２５に伝搬されるときに（上述）、チ
ャーリーのアイデンティティもまた伝達される。誰がフィードバックを提供したかを示す
ためのコントロールとして機能可能なフィードバックデータ１２５は、フィードバックを
提供したユーザ（図１には示されていない）のアイデンティティと共に、チャーリーのア
イデンティティを明らかにするためにクリック可能である。共有フィードバックに対して
は、例えば、フィードバックデータコントロール１２８が使用されるときは、掲示１１４
を共有（例えば、再掲示）したユーザ（図１には示されていない）のリストを明らかにす
ることが可能である。同様に、フィードバックデータコントロール１２９は、掲示１１４
または再掲示１３４についてコメントしたユーザのディスプレイを誘発できる。
【００５６】
　幾つかの例としての実施の形態においては、ユーザには、自身のプラバシーまたは、自
身のフィードバックおよび／またはアイデンティティの伝達を制御する機構が与えられる
。これらの例としての実施の形態においては、チャーリーのようなユーザは、彼のアイデ
ンティティが、彼のフィードバックと共に伝達されることを望まないことを示すことが可
能である（例えば、１つ以上の設定またはコントロールを介して）。サービスプロバイダ
１８０がチャーリーのフィードバックを伝達するときは、２４５において彼のプライバシ
ー設定がチェックされる。プライバシー設定が、チャーリーのアイデンティティ情報は「
隠す」に設定されていることを示している場合は、チャーリーのアイデンティティ情報は
、彼のフィードバックと共には伝達されず、工程２００は終了する。このように、フィー
ドバックデータコントロール（例えば、コントロール１２８と１２９）の何れかを起動す
ると、フィードバックを提供したが、彼らのアイデンティティを隠すことを示していない
他のユーザのアイデンティティのみを示すことができる。しかし、チャーリーのアイデン
ティティは、彼のプライバシー設定に従って示されることはない。チャーリーが、彼のア
イデンティティを隠したいことを示していなければ、２５０において、チャーリーのアイ
デンティティは、アリスの掲示１１４に伝達されて記録される。
【００５７】
　工程２００は、「＋１」フィードバックと、対応するフィードバックデータ１２５、１
４５、および１６５を使用して上記に例示されている。追加的に、同じまたは異なる工程
を、「コメント」および／または「共有」フィードバックを処理するために使用できる。
例えば、２１０において、チャーリーは、ボブの掲示１３４についてコメント、またはボ
ブの掲示１３４を共有できる（例えば、コントロール１３６と１３７それぞれを使用して
）。２１５において、チャーリーのコメントと共有表示は、ボブの掲示に記録される（例
えば、フィードバックデータ１４６～１４７）。２２０と２２５の処理はほとんど違いが
なくても、または全く違いがなくてもよい。更に、２３０は省略でき、２３５はチャーリ
ーのコメントフィードバックに適用または省略できる。２４０において、チャーリーのコ
メントまたは共有表示は、アリスの掲示１１４に記録できる。チャーリーのプライバシー
設定は、上述したように２４５と２５０における処理に影響を与える。
【００５８】
　幾つかの例としての実施の形態においては、ユーザは１つ以上の設定を使用して、自身
のフィードバックが伝達されることを望んでいないことを示すことが可能である（例えば
、現在の掲示にのみフィードバックを記録する）。
【００５９】
　幾つかの例としての実施の形態においては、中間のユーザ（例えば、アリス－ボブ－チ
ャーリーというユーザの流れの例におけるボブ）には、中間ユーザを通して流れる情報を
制御するための１つ以上の設定を与えることができる。例えば、再掲示についてのフィー
ドバックは、ボブがそのようなデータ共有を可能にする選択をした場合のみ、ボブを通し
て上流に伝達される。他の例としての実施の形態においては、そのようなデータ共有は、
ボブが共有を可能にしない選択をしない限り可能となる。
【００６０】
　幾つかの例としての実施の形態においては、中間のユーザ（例えば、ボブ）は、下流お
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よび上流のユーザが互いに、ある数のレベルまたはソーシャル「ステップ」の範囲内の場
合のみ、フィードバックを下流のユーザからボブを通して上流のユーザが取り込めること
を可能にするように構成できる（例えば、ボブを介してチャーリーとアリスは、２レベル
または２ステップ離れているといえる）。他の例としての実施の形態においては、レベル
による制限がなくてもよい。
【００６１】
　〔ツリー表示の例〕
　図３は、掲示と再掲示の１つの例としての階層を示している、例としてのツリー構造を
示している。階層またはツリー構造３００は、根（ルート）３１０と、根３１０の子供で
あるノード３２０ａ～ｃを含む。いずれのノードも任意の数の子供を有することが可能で
ある。例えば、ノード３２０ａは子供ノード３３０ａ～ｂを有し、ノード３３０ｂは子供
ノード３４０ａ～ｄを有する。簡潔にするために、ノード３２０ｂ～ｃと３３０ａは子供
を有しては示されていない。ツリー構造３００は、任意の数のノードのレベルを有するこ
とが可能であり、ここでは４レベルが例示されている。
【００６２】
　各ノードは、掲示Ｐ１～Ｐ７、Ｐｍ、Ｐｎ、またはＰｏを示している。根ノード３１０
における掲示を除き、掲示は親掲示の再掲示である。例えば、掲示Ｐ２　３２０ａは、根
掲示Ｐ１　３１０の再掲示Ｒ１である。各ノード（例えば、各掲示）は、入力コントロー
ルｌ１～ｌ３（例えば、図１の「＋１」、「コメント」、および「共有」コントロール１
１５～１１７）とフィードバックデータＦ１～Ｆ３（例えば、図１のフィードバックデー
タ１２５～１２７）を有して例示されている。３つの入力コントロールが例示されている
が、対応する、または対応しない数のフィードバックデータに従って任意の数の入力コン
トロールを実装可能である。
【００６３】
　幾つかの例としての実施の形態においては、ノードにおいて提供されたフィードバック
は親ノードへ、そしてその上の親ノードへ、そして更にその上の親ノードへ、というよう
にして根ノード３１０まで伝達される。例えば、ノード３４０ｃのコントロールｌ２を使
用し提供されたフィードバックは、ノード３４０ｃのフィードバックデータＦ２で更新さ
れ（例えば、組み込まれ）、ノード３３０ｂのＦ２まで伝達され、ノード３２０ａのＦ２
まで伝達され、そして、根ノード３１０に伝達される。他の例としての実施の形態におい
ては、ツリーを上昇するフィードバックの伝達は、ノード３４０ｃおよび／またはノード
３３０ｂ、３２０ａ、および３１０何れかのユーザのプライバシーまたは他の設定の影響
を受ける。
【００６４】
　幾つかの例としての実施の形態においては、どれだけの数のレベルだけ元から離れてい
ても、フィードバックは、最初の掲示、例えば、根ノード３１０におけるＰ１に結局は伝
達される。図１に戻って参照すると、例えば、これらの実施の形態におけるすべてのフィ
ードバックは、結局は、アリスの掲示１１４、つまりビュー１１０に伝達される。
【００６５】
　〔例としての工程〕
　図４は、少なくとも１つの例としての実施の形態を実践する例としての工程を示してい
る。再掲示と関連付けられているユーザの入力（例えば、ユーザ表示）が受信される（４
１０）。例えば、再掲示１３４と関連付けられている「＋１」コントロール１３５を使用
したチャーリーの入力が受信される。チャーリーの入力は、「＋１」コントロール１３５
を使用した承認支持であっても、「コメント」コントロール１３６を使用したコメント（
例えば、チャーリーは掲示１１４または１３４に対するコメントを提供する）であっても
、「共有」コントロール１３７を使用した再掲示入力（例えば、チャーリーは、アリスの
掲示１１４を再共有する）であっても、他のタイプの入力(図示せず）であってもよい。
アリスの掲示１１４は、再掲示１３４と関連付けられていると判定または識別される（４
１５）。掲示フィードバックデータ１２５は、「＋１」コントロールを使用したチャーリ
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ーの入力に基づいて判定または識別される（４２０）。３つの掲示フィードバックデータ
１２５～１２７は、アリスの掲示１１４と関連付けられていると識別され、掲示フィード
バックデータ１２５は、「＋１」コントロールと関連付けられていると識別される。フィ
ードバックが「コメント」コントロール１１６、１３６、または１５６を使用して提供さ
れた場合、アリスの掲示１１４と関連付けられている掲示フィードバックデータ１２７が
識別される。フィードバックが「共有」コントロール１１７、１３７、または１５７を使
用して提供された場合、アリスの掲示１１４と関連付けられている掲示フィードバックデ
ータ１２６が識別される。
【００６６】
　アリスの掲示と関連付けられている識別された掲示フィードバックデータは、フィード
バックに基づいて更新される（４２５）。フィードバックが値（例えば、１または任意の
数）で示される幾つかの例としての実施の形態においては、掲示フィードバックデータを
更新することは、その値を掲示フィードバックデータに加算することを含む。掲示フィー
ドバックデータは、前のフィードバックを示し、前のフィードバックがない場合はゼロま
たは空であり得る。他の例としての実施の形態においては、掲示フィードバックデータを
更新することは、フィードバックと掲示フィードバックデータの表示に基づいて異なる方
法で行うことが可能である（例えば、組み込み、添付、連結、平均化、最大または最小値
の保持などによる更新、または他の計算、演算処理、または操作による更新）。
【００６７】
　幾つかの例としての実施の形態においては、フィードバックを提供したユーザ（例えば
、チャーリー）のアイデンティティがアリスの掲示に記録または表示される。アイデンテ
ィティは、例えば、フィードバックデータコントロール（例えば、コントロール１２８～
１２９、および上述した、フィードバックデータコントロールとして機能するフィードバ
ックデータ１２５～１２７のひとつ）を使用して示すことができる。フィードバックデー
タコントロールは、基盤となるフィードバックソースデータ（図示せず）と関連付けられ
ていてもよい。例えば、フィードバックデータコントロール１２９上でクリックすること
で、「コメント」コントロール１１６、１３６、または１５６を使用してコメントを提供
したユーザの、対応するフィードバックソースデータに格納されているアイデンティティ
のリストの表示が誘発される。
【００６８】
　幾つかの例としての実施の形態においては、ユーザ（例えばチャーリー）の１つ以上の
設定（例えば、プライバシー設定）をチェックして、ユーザのアイデンティティ（例えば
、チャーリーのアイデンティティ）をアリスの掲示に伝達するかどうかを判定できる。例
えば、設定をチャーリーに提供して、彼が自身のアイデンティティが彼のフィードバック
と共に伝達されることを望むかどうかを示すことができる（例えば、「＋１」、「コメン
ト」、または「共有」コントロールを使用して）。
【００６９】
　幾つかの例としての実施の形態においては、設定を各タイプのフィードバック（例えば
、各掲示フィードバックデータ１２５～１２７と関連付けられている設定）に対して提供
できる。例えば、コメントタイプのフィードバックに対する設定は、「私のアイデンティ
ティを私のコメントと共に伝達：１／０」という名前と値の対であってもよく、ここで「
１」の値は伝達することを示し、「０」は伝達しないことを示す。チャーリーがコメント
を提供すると（例えば、「コメント」コントロール１３６を使用して）、プライバシー設
定（例えば、「私のアイデンティティを私のコメントと共に伝達」）における値が識別さ
れる（４３０）。コメントフィードバックと関連付けられているフィードバックソースデ
ータは、識別された値に基づいて更新される（４３５）。値が「１」の場合は、フィード
バックソースデータは更新されてチャーリーのアイデンティティが含まれる。値が「０」
の場合は、フィードバックソースデータは更新されず、または、チャーリーのアイデンテ
ィティが含まれないことを確実にするために更新されない。更新された掲示フィードバッ
クデータおよび／または更新されたフィードバックソースデータは格納できる（４３０）
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。
【００７０】
　幾つかの例としての実施の形態においては、上記の工程は、より多い、またはより少な
い、または異なる手順により実践できる。例えば、ブロック４３０～４４０の１つ以上に
おける実行を省略してもよい。
【００７１】
　図５は、ユーザインタフェース要素を含む少なくとも１つの例としての実施の形態を実
践する他の例としての工程を示している。ユーザインタフェースが提供され（例えば、図
１のディスプレイ１１０、１３０、または１５０）、このユーザインタフェースは、ウェ
ブサイト上で提供されている１つ以上のアイテムと、１つ以上のインタフェースコントロ
ール、またはユーザインタフェース（ＵＩ）要素を含んでいる。例えば、ビュー１３０（
図１）はサービスプロバイダ１８０により提供され、演算処理装置（図示せず）上に表示
される。再掲示１３４と関連付けられている「＋１」ＵＩ要素１３５、「コメント」ＵＩ
要素１３６、または「共有」ＵＩ要素１３７を選択または起動するフィードバックまたは
入力が受信される（５１０）。再掲示１３４は、ウェブサイト上で提供されている少なく
とも１つのアイテム（例えば、アリスの情報１１２、再掲示情報１１３、掲示１１４の少
なくとも１部分、および／またはコメント１３１）を含む。アイテムは掲示１１４自体、
掲示の一部、掲示を示す情報（例えば、掲示へのリンク）などがあり得る。掲示１３４は
、掲示１１４の再掲示であると識別または判定され、これは、掲示１１４が再掲示１３４
と関連付けられていることを意味する（５１５）。幾つかの例としての実施の形態におい
ては、掲示と再掲示の間の関連付けを維持できる（例えば、掲示および／または再掲示と
共に格納された関連付け）。掲示１１４は、フィードバックにより更新され、例えば、フ
ィードバックデータ１２５、１２６、または１２７を更新する（５２０）。
【００７２】
　フィードバックデータ１２５、１２６、および１２７は、掲示１１４と関連付けられて
いるので識別される。フィードバックデータ１２５、１２６、および１２７のどの１つを
更新するかは、ユーザ入力またはフィードバックを提供するときに使用されたコントロー
ルに基づいて識別される。幾つかの例としての実施の形態においては、更新されたフィー
ドバックは格納される。更新されたフィードバック、例えば、フィードバックデータ１２
５は他のＵＩ要素、例えば、フィードバックデータ１２５を使用して表示されるために提
供される（５２５）。ＵＩ要素はグラフィック、テキスト、または他の形式があり得る。
幾つかの例としての実施の形態においては、上記の工程は、より多い、またはより少ない
、または異なる手順で実践できる。
【００７３】
　〔例としての演算処理装置および環境〕
　図６は、少なくとも１つの例としての実施の形態を実践するために適切な、例としての
演算処理装置を伴う例としての演算処理環境を示している。演算処理環境６００における
演算処理装置６０５は、１つ以上の処理ユニット、コア、またはプロセッサ６１０と、メ
モリ６１５（例えば、ＲＡＭまたはＲＯＭ）と、内部記憶装置６２０（例えば、磁気、光
、または固体記憶装置）と、Ｉ／Ｏインタフェース６２５と、を含むことが可能で、これ
らはすべて、通信機構またはバス６３０上で情報を通信するために結合可能である。
【００７４】
　演算処理装置６０５は、入力／ユーザインタフェース６３５および出力装置／インタフ
ェース６４０に通信可能に結合可能である。入力／ユーザインタフェース６３５および出
力装置／インタフェース６４０の何れか、またはその両者は、有線または無線インタフェ
ースであってよく、且つ、取り外し可能である。入力／ユーザインタフェース６３５は、
入力を提供するために使用可能な任意の物理的または仮想的装置、構成要素、センサ、ま
たはインタフェースを含む（例えば、キーボード、ポインティング／カーソルコントロー
ル、マイクロフォン、カメラ、ブライユ点字装置、動きセンサ、光学読み取り装置など）
。出力装置／インタフェース６４０は、ディスプレイ、モニタ、プリンタ、スピーカ、ブ
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ライユ点字装置などを含む。幾つかの例としての実施の形態においては、入力／ユーザイ
ンタフェース６３５と出力装置／インタフェース６４０は、演算処理装置６０５（例えば
、ボタン、またはタッチスクリーン入力／ユーザインタフェースと出力または印刷ディス
プレイ付き携帯演算処理装置、またはテレビ）に埋め込むことが可能、または物理的に結
合可能である。
【００７５】
　演算処理装置６０５は、同じまたは異なる構成の１つ以上の演算処理装置を含む、任意
の数のネットワーク化された構成要素、装置、およびシステムとの通信のために、外部記
憶装置６４５とネットワーク６５０に通信可能に結合可能である。演算処理装置６０５ま
たは任意の接続された演算処理装置は、サーバ、クライアント、シンサーバ、汎用装置、
特定目的装置、または他の名称の装置のサービスを提供するように機能可能で、またはそ
のような装置と称することが可能である。
【００７６】
　Ｉ／Ｏインタフェース６２５は、下記に制限されることはないが、演算処理環境６００
における少なくともすべての接続されている構成要素、装置、およびネットワークとの間
で情報を通信するための任意の通信またはＩ／Ｏプロトコルまたは規格（例えば、イーサ
ネット（登録商標）、８０２．１１ｘ、ユニバーサルシステムバス（ＵＳＢ）、ＷｉＭａ
ｘ、モデム、セルラーネットワークプロトコルなど）を使用する有線および／または無線
インタフェースを含むことが可能である。ネットワーク６５０は、任意のネットワーク（
例えば、インターネット、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、電
話ネットワーク、セルラーネットワーク、サテライトネットワークなど）またはこれらの
ネットワークの組み合わせであることが可能である。
【００７７】
　演算処理装置６０５は、一時的媒体と非一時的媒体を含む、コンピュータ使用可能また
はコンピュータ読み取り可能媒体を使用可能、および／またはそれらを使用して通信可能
である。一時的媒体は、送信媒体（例えば、金属ケーブル、光ファイバー）、信号、搬送
波などを含む。非一時的媒体は、磁気媒体（例えば、ディスクとテープ）、光媒体（例え
ば、ＣＤ　ＲＯＭ、デジタルビデオディスク、ブルーレイディスク）、固体媒体（例えば
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリ、固体記憶装置）、および他の不揮発性記憶装置ま
たはメモリを含む。
【００７８】
　演算処理装置６０５は、少なくとも１つの実施の形態（例えば、記述された実施の形態
）を実践するための技術、方法、アプリケーション、工程、またはコンピュータ実行可能
命令を実践するために使用可能である。コンピュータ実行可能命令は一時的媒体から検索
して取り出し可能であり、非一時的媒体に格納およびそこから検索して取り出し可能であ
る。実行可能命令は、１つ以上の任意のプログラム言語、スクリプト言語、およびマシン
言語（例えば、Ｃ、Ｃ＋＋、Ｃ＃、Ｊａｖａ（登録商標）、Ｖｉｓｕａｌ　Ｂａｓｉｃ、
Ｐｙｔｈｏｎ、Ｐｅｒｌ、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔや、その他）をその起源とすることが可
能である。
【００７９】
　プロセッサ６１０は、ネイティブまたは仮想環境において、任意のオペレーティングシ
ステム（ＯＳ）（図示せず）のもとで実行可能である。記述された実施の形態を実践する
ために、１つ以上のアプリケーションを配置可能であり、アプリケーションは、論理ユニ
ット６６０と、アプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）ユニット６６
５と、入力ユニット６７０と、出力ユニット６７５と、フィードバック管理ユニット６８
０と、コメント処理ユニット６８５と、プライバシー管理ユニット６９０と、異なるユニ
ットが互いに通信するための、およびＯＳ、他のアプリケーション（図示せず）と通信す
るためのユニット間通信機構６９５と、を含む。例えば、フィードバック管理ユニット６
８０と、コメント処理ユニット６８５と、プライバシー管理ユニット６９０は、図２、４
、および５に示されている１つ以上の工程を実践できる。記述したユニットと要素は、設
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い。
【００８０】
　幾つかの例としての実施の形態においては、情報または実行命令がＡＰＩユニット６６
５により受信されると、その命令は１つ以上の他のユニット（例えば、論理ユニット６６
０、入力ユニット６７０、出力ユニット６７５、フィードバック管理ユニット６８０、コ
メント処理ユニット６８５、およびプライバシー管理ユニット６９０）に通信できる。例
えば、入力ユニット６７０がユーザ表示またはフィードバックを検出した後、入力ユニッ
ト６７０は、ＡＰＩユニット６６５を使用して、ユーザ表示をフィードバック管理ユニッ
ト６８０に通信できる。フィードバック管理ユニット６８０は、ＡＰＩユニット６６５を
介して、コメント処理ユニット６８５と相互作用して、コメントを検出して処理できる。
ＡＰＩユニット６６５を使用して、フィードバック管理ユニット６８０はプライバシー管
理ユニット６９０と相互作用し、フィードバックおよび／またはアイデンティティ情報を
上流の掲示に伝達するかどうかを判定できる。
【００８１】
　幾つかの例においては、論理ユニット６６０は、ユニット間の情報の流れを制御して、
ＡＰＩユニット６６５、入力ユニット６７０、出力ユニット６７５、設定管理ユニット６
８０、設定マッピングユニット６８５、およびプライバシー管理ユニット６９０により提
供されるサービスを、上述した実施の形態を実践するために管理するように構成できる。
例えば、１つ以上の工程または実践のフローは、論理ユニット６６０単独で、またはＡＰ
Ｉユニット６６５と連携して制御できる。
【００８２】
　２、３の例としての実施の形態が示され、記述されたが、これらの例としての実施の形
態は、ここに記述された主題を、この分野に精通した者に伝えるために提供されたもので
ある。ここで記述された主題は、記述された例としての実施の形態に制限されることなく
種々の形態で具体化できるということが理解されるべきである。ここで記述された主題は
、具体的に定義または記述された事項がなくとも実践可能であり、また、記述されていな
い他の、または異なる要素または事項によっても実践可能である。この分野に精通した者
には、これらの例としての実施の形態に対して、付随する請求項およびその均等物におい
て定義されたように、ここで記述された主題から逸脱することなく変更が加えられること
が理解されよう。
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